
‭令和5年度　T-LABO実績報告‬

‭高千穂町地域おこし協力隊‬

‭高千穂高校魅力向上コーディネーター‬

‭工藤　天裕‬

‭【企画】‬

‭1学期　中間考査期間T-LABO解放学習会‬

‭内容‬ ‭T-LABOをテスト勉強のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬
‭令和5年5月8日（月）9日（火）10日（水）終礼後〜19時30分‬

‭令和5年5月11日（木）終礼後〜16時‬

‭参加者‬
‭高千穂高校生3年生　延べ利用者数：19人‬

‭※1学期中間考査は3年生のみの実施‬

‭成果‬
‭・高千穂高校生に自習スペースを提供することができた。‬

‭・下校完了時間以降も居残って学習できる環境をつくることができた。‬

‭高千穂小学校遠足受け入れ‬

‭内容‬
‭高千穂小学校の遠足の会場としてT-LABOを利用してもらい、高校生との交流や高校‬

‭探検を実施した。‬

‭実施日‬ ‭令和5年6月2日(金)12:15〜13:15‬

‭ゲスト‬ ‭高千穂小学校児童＋先生　55名‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校生徒会役員　11名‬

‭成果‬
‭・高千穂小学生に高千穂高校の雰囲気を感じてもらうことができた。‬

‭・高千穂高校生に高校の魅力を再認識してもらうことができた。‬

‭B-JET ADVANCED IN TAKACHIHO‬

‭内容‬
‭宮崎大学で学んでいる、令和5年度に１年４組と半年間交流したB-JET生が、高千穂‬

‭高校に来校し、高校生と直接交流を行なった。‬

‭実施日‬ ‭令和5年6月12日（月)　2～4限目‬

‭ゲスト‬ ‭B-JET宮崎大学留学生10名‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校2年4組‬

‭成果‬
‭普段の英語の授業で交流のあった海外からの留学生と直接対面する機会を作ること‬

‭ができた。‬



‭1学期　期末考査期間T-LABO解放学習会‬

‭内容‬ ‭T-LABOをテスト勉強のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬
‭令和5年6月22日（木）23日（金）26日（月）終礼後〜21時‬

‭令和5年6月27日（火）28日（水）29（木）終礼後〜19時30分‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校生1年生〜3年生　延べ利用者数：169人‬

‭成果‬
‭・高千穂高校生に自習スペースを提供することができた。‬

‭・下校完了時間以降も居残って学習できる環境をつくることができた。‬

‭夏季休暇　受験生向けT-LABO解放‬

‭内容‬ ‭T-LABOを受験生のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬ ‭夏季休暇期間中‬

‭参加者‬ ‭五ヶ瀬中等教育学校6年生　延べ利用者数：3人‬

‭成果‬ ‭郡内の受験生に自習スペースを提供することができた。‬

‭未来探究　哲学対話‬

‭内容‬ ‭東京大学から梶谷真司教授を招聘し、哲学対話を行った。‬

‭実施日‬ ‭令和5年9月22日(金)6限,7限 14:20-16:10‬

‭講師‬ ‭東京大学大学院総合文化研究科教授　梶谷真司先生‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校　未来探究　地域探究コース生徒　12名‬

‭成果‬

‭・探究や進路に向き合う上で必要な考える力や対話する力を向上させることができ‬

‭た。‬

‭・より深く考えながら対話を進めるにはどうすれば良いかを理解させるきっかけを‬

‭作ることができた。‬

‭2学期　中間考査期間T-LABO開放学習会‬

‭内容‬ ‭T-LABOをテスト勉強のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬
‭令和5年9月28日（木）〜10月5日（木）終礼後〜19時30分‬

‭※19時30分以降の開放は実施していない。‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校生1年生〜3年生　延べ利用者数：87人‬

‭成果‬ ‭高千穂高校生に自習スペースを提供することができた。‬



‭2学期　期末考査期間T-LABO開放学習会‬

‭内容‬ ‭T-LABOをテスト勉強のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬
‭令和5年11月15日（水）16日（木）17（金）終礼後〜19時30分‬

‭令和5年11月20日（月）21日（火）22（水）終礼後〜19時30分‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校生1年生〜3年生　延べ利用者数：81人‬

‭成果‬ ‭高千穂高校生に自習スペースを提供することができた。‬

‭うずめセミナー　B-JET caféスペシャル‬

‭内容‬
‭高千穂高校PTAうずめ委員会（母親委員会）にて、宮崎大学と高千穂高校普通科の‬

‭コラボレーション事業である「B-JET café」の体験会を実施した。‬

‭実施日‬ ‭令和5年11月28日(火) 19:00-20:30‬

‭ゲスト‬ ‭宮崎大学　鵜澤氏　B-JET履修生‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校保護者　20名‬

‭成果‬

‭・普段の英語の授業での取り組みを保護者に体験してもらうことができた。‬

‭・高千穂高校にしかない魅力的な取り組みの実態を保護者に理解してもらうことが‬

‭できた。‬

‭eスポーツ大会モニターイベント‬

‭内容‬
‭郡内の小中学生を巻き込んだeスポーツ大会を実施するための、モニターイベント‬

‭を開催した。‬

‭実施日‬ ‭令和5年1月20日(土) 13:00-16:30‬

‭参加者‬
‭高千穂高校生：17名　教員：1名　コーディネーター：1名‬

‭見学者：7名（教員：2名, 生徒：5名）　合計：26名‬

‭成果‬

‭・郡内の小中学生を巻き込んだeスポーツ大会を開催するための知見を得ることが‬

‭できた。‬

‭・普段は行事や部活動でしか関わることができなかった生徒と交流できる機会を提‬

‭　供することができた。‬

‭・生徒自らが考案し、企画・運営を行う事例を作ることで、自ら考え、行動し、自‬

‭己実現を果たすことのできる高校としての魅力を醸成することができた。‬



‭3学期　学年末考査期間T-LABO開放学習会‬

‭内容‬ ‭T-LABOをテスト勉強のための自習スペースとして解放した。‬

‭実施日‬
‭令和6年2月9日（金）13日（火）14（水）終礼後〜19時30分（テスト前）‬

‭令和6年2月15日（木）16日（金）19（月）終礼後〜19時30分（テスト中）‬

‭参加者‬ ‭高千穂高校生1年生〜2年生　延べ利用者数：13人‬

‭成果‬ ‭高千穂高校生に自習スペースを提供することができた。‬

‭T-LABOグッズ作成‬

‭内容‬ ‭T-LABOのロゴマークを活用したグッズ制作を行った。‬

‭委託先‬ ‭甲斐昭兵氏（諸塚村在住のデザイナー,T-LABOロゴ製作者）‬

‭成果‬
‭・T-LABOのロゴマークを活用したグッズ制作を行うことができた。‬

‭・教員、生徒への配布の他、イベントの際に配布予定。‬

‭成果物‬

‭T-LABOリーフレット作成‬

‭内容‬ ‭T-LABOのリーフレット制作を行った。‬

‭成果‬

‭・T-LABOのリーフレットを作成することができた。‬

‭・教員、生徒への配布の他、イベントの際での配布、西臼杵郡内の公共施設に設置‬

‭　予定。‬

‭成果物‬



‭【環境整備】‬

‭畳スペース設置‬

‭設置目的‬ ‭より気軽に、リラックスした状態でT-LABOを利用してもらうため‬

‭設置方法‬
‭高千穂高校事務部にご協力いただき、戸の鼻教職員住宅の空き部屋から畳‬

‭を移動させ設置。‬

‭管理運営規則・利用規約の改訂‬

‭改訂目的‬
‭・T-LABO設立当初に定められた利用規約を運営の実態に添う形にするため‬

‭・より管理しやすく、より多くの人がより利用しやすい場所にするため‬

‭改訂内容‬

‭・管理者、校内の所属分掌の明記‬

‭・運営時間及び予約方法の明記‬

‭・施錠の扱いを他の教室と同等に変更‬

‭・生徒も予約ができるようにシステムを変更‬

‭改訂後の周知‬ ‭・高千穂高校公式Webサイトにて公開‬

‭【利用延べ人数の推移】‬

‭利用延べ人数‬

‭令和3年度‬ ‭令和4年度‬ ‭令和5年度‬

‭4月‬ ‭212‬ ‭223‬

‭5月‬ ‭243‬ ‭832‬

‭6月‬ ‭544‬ ‭727‬

‭7月‬ ‭233‬ ‭505‬ ‭694‬

‭8月‬ ‭31‬ ‭367‬ ‭463‬

‭9月‬ ‭100‬ ‭172‬ ‭401‬

‭10月‬ ‭237‬ ‭432‬ ‭961‬

‭11月‬ ‭172‬ ‭393‬ ‭712‬

‭12月‬ ‭174‬ ‭298‬ ‭611‬

‭1月‬ ‭270‬ ‭203‬ ‭553‬

‭2月‬ ‭150‬ ‭484‬ ‭810‬

‭3月‬ ‭90‬ ‭177‬ ‭370‬

‭合計‬ ‭1,457‬ ‭4,030‬ ‭7,357‬

‭※令和3年度のデータについて、T-LABOのオープンが7月であったため、4月〜6月の利用者は0人‬


